国指定史跡鞠智城跡の特別史跡指定を求める意見書
　鞠智城は、朝鮮半島における白村江の戦い(663年)に敗れた大和朝廷が、唐・新羅の日本列島への侵攻に備え、国家プロジェクトとして北部九州から瀬戸内海沿岸、近畿圏に至る広範な地域に築いた朝鮮式山城群の一翼を成すものである。この国家プロジェクトの推進は、律令国家の成立を促すとともに、国の成り立ちに深くかかわっており、鞠智城は国家的なテーマ性と古代日本を象徴する全国でも有数の重要史跡である。

朝鮮式山城群は、日本書紀などの国書に記載のある城塞で、その数は全国で11城。そのうち場所が特定され城域が確定しているのは、鞠智城をはじめ大野城(福岡県)、基肄城(佐賀県)、金田城(長崎県)の４城に限られる。
また、これら４城の中で鞠智城は最も発掘調査が進み、これまでに国内の朝鮮式山城で初となる八角形建物跡や貯水池跡、貯木場跡、木簡をはじめとし、72棟の建物跡や百済系軒丸瓦など数多くの貴重な遺構や遺物が発見された。

さらに、昨年10月には貯水池跡の池尻部から７世紀後半の百済菩薩立像が発掘され、朝鮮式山城群の築城に百済の達率が直接かかわった、という日本書紀の記述内容を裏づける大発見として国内外から大きく注目を集めている。

このように鞠智城は、その学術上の価値が特に高く、我が国文化の象徴たる史跡である。
よって、国におかれては、既に特別史跡に指定されている大野城、基肄城、金田城と比較して、何ら遜色がなく、早急な同等の対応をされるよう強く要望する。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
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